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フレデリック・ビリエ先生
「音と画像による中世の音楽




　2019 年 10 月 23 日（水）18 時より、愛知県立芸術大学音楽棟大演奏室 A
にて、フレデリック・ビリエ教授による特別講座を行った。ビリエ教授は愛知
芸大と協定を結ぶパリ＝ソルボンヌ大学文学部の副学長であり、中世・ルネサ














研究所 IReMus（Institut de Recherche en Musicologie）のプロジェクトチー
ムが作成したオンラインデータベースである。その中には、音や音楽を表すあ
らゆる図像（楽譜、絵画、彫刻、ステンドグラスなど）のデータが収められて
いる。カバーしている年代は 8 世紀から 16 世紀まで、地域的には西ヨーロッ
図 1. 講座の様子








　検索の実例を一つ示してみよう。楽器の「ハープ harp / harpe」という語を
入力して検索すると、ハープのモチーフが使われた絵画、手稿譜、彫刻など











１．中世初期（5 ～ 10 世紀）
２．ノートル・ダム楽派（1150 年～ 1250 年）
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参考資料：Musiconis http://musiconis.huma-num.fr/fr/　（2020 年 1 月 18 日最終アクセス）
図 2. （右から）ビリエ先生、筆者、音楽学コ
ース院生 2 名、美術学部の高梨先生
